
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
に
労
働
省
は
振
動
加
速
度
三
Ｇ
以
上

の
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
販
売
を
禁
止
し
た
。

そ
の
他
、
リ
モ
コ
ン
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
開
発
、
さ
く
岩
機
に
は
ク

ロ
ー
ラ
ド
リ
ル
な
ど
の
遠
隔
操
作
な
ど
も
導
入
さ
れ
て
、
次
第
に

障
害
が
減
少
し
て
き
た
。

一
九
七
○
年
代
後
半
に
は
二
、
○
○
○
人
を
こ
え
た
振
動
障
害

の
新
規
認
定
者
数
が
、
現
在
は
二
○
人
を
こ
え
る
程
度
に
ま
で
減

少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
工
具
で
は
な
い
が
オ
ー
ト
バ
イ
を
常
時

使
用
す
る
人
達
の
間
に
も
同
様
の
障
害
が
あ
る
。

問
題
に
な
り
は
じ
め
た
の
は
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
こ
ろ
か

ら
で
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
に
乗
る
郵
便
配
達
員
の
問
に
、
手
指
の

「
白
ろ
う
現
象
」
が
報
告
さ
れ
は
じ
め
た
。
私
も
一
九
七
八
（
昭
和

五
三
）
年
秋
に
長
野
県
で
、
こ
う
し
た
人
達
の
健
診
を
行
っ
て
、
軽

症
の
者
を
発
見
し
た
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

妾
ご
毛
に
。

野
庁
と
労
働
組
合
の
間
で
、
「
振
動
障
害
に
関
す
る
協
定
」
が
結
ば

れ
、
工
具
の
操
作
時
間
は
一
日
二
時
間
以
内
、
週
五
日
以
内
、
月

四
○
時
間
以
内
、
連
続
操
作
日
数
は
三
日
以
内
な
ど
の
規
制
が
で

西
欧
に
お
け
る
「
社
会
衛
生
」
思
想
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

印
画
鳥
》
］
・
詞
に
よ
っ
て
そ
の
端
緒
が
開
か
れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
思
想

を
基
礎
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
医
学
理
論
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、

ｚ
①
匡
目
國
邑
ご
い
、
と
ぐ
弓
ｇ
ｏ
葛
書
記
・
Ｆ
ｏ
に
よ
っ
て
顕
揚
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
一
八
九
○
年
代
か
ら
一
九
○
○
年
に
か
け
て
、
Ｑ
○
号
目
．

シ
，
を
中
心
に
し
て
、
「
社
会
衛
生
学
⑦
。
圃
邑
層
四
の
ロ
の
）
」
が
思

想
か
ら
科
学
へ
と
構
成
さ
れ
は
じ
め
た
。
⑦
３
冒
言
は
、
「
社
会
衛

生
学
は
、
時
間
的
・
空
間
的
お
よ
び
社
会
的
に
一
つ
の
集
団
に
属

す
る
個
人
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
総
体
の
間
に
衛
生
的
文
化
の
普
遍

化
に
必
要
な
諸
条
件
を
研
究
し
、
そ
の
衛
生
的
文
化
の
一
般
化
を

目
的
と
す
る
方
法
論
を
研
究
す
る
学
で
あ
る
。
」
と
定
義
し
た
。

明
治
中
期
以
降
、
日
本
に
も
社
会
衛
生
学
が
移
入
さ
れ
る
。
そ

の
定
着
の
思
想
的
土
壌
と
な
っ
た
の
は
、
社
会
進
化
論
、
社
会
主

45

近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
理
論

瀧

澤
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義
思
想
、
お
よ
び
労
働
者
保
護
思
想
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
年
代

初
頭
に
後
藤
新
平
に
よ
っ
て
「
社
会
衛
生
」
概
念
が
紹
介
さ
れ
て

以
降
、
「
細
民
衛
生
」
や
性
病
予
防
を
意
味
す
る
概
念
と
し
て
用
い

ら
れ
な
が
ら
体
系
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
衛
生
学
と
ほ
ぼ
同
様

の
目
的
意
識
や
内
容
構
成
を
も
っ
た
主
張
を
お
こ
な
っ
た
研
究
害

は
、
大
阪
医
学
校
の
衛
生
学
・
細
菌
学
教
授
の
福
原
義
柄
の
主
著

「
社
會
衛
生
學
」
（
一
九
一
五
）
で
あ
る
。
福
原
『
社
会
衛
生
學
」

の
内
容
は
、
概
念
と
理
念
、
研
究
法
、
人
口
動
態
、
各
年
齢
層
の

健
康
状
態
、
急
性
伝
染
病
、
慢
性
伝
染
病
、
各
器
官
別
疾
患
、
衛

生
制
度
・
衛
生
施
設
、
住
宅
、
国
民
栄
養
問
題
、
児
童
衛
生
対
策
、

労
働
衛
生
対
策
、
医
療
・
生
活
保
障
お
よ
び
社
会
保
険
、
伝
染
病
．

性
病
お
よ
び
精
神
疾
患
対
策
、
優
生
学
・
民
族
衛
生
学
な
ど
、
き

わ
め
て
広
汎
な
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
た
。

福
原
「
社
會
衛
生
學
」
に
次
い
で
著
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
七
年

葉
の
（
昭
和
二
）
の
暉
峻
義
等
「
社
會
衛
生
學
ｌ
社
會
衛
生
學
上
に
齢

け
る
主
要
問
題
の
論
究
ｌ
」
で
あ
る
。
暉
峻
「
社
會
衛
生
學
」
は
、

福
原
の
著
作
と
比
較
す
る
と
、
社
会
衛
生
学
の
概
念
、
歴
史
、
対

象
の
範
囲
、
研
究
方
法
論
の
明
確
化
を
図
っ
て
い
る
。
暉
峻
は
、

Ｑ
○
号
言
の
所
説
を
参
照
し
つ
つ
、
社
会
衛
生
学
の
疾
病
対
応
の

原
理
を
、
疾
病
の
頻
度
の
明
確
化
、
疾
病
の
発
生
状
況
、
疾
病
の

社
会
へ
の
影
響
、
医
療
技
術
の
疾
病
へ
の
影
響
と
そ
れ
に
よ
る
社

会
の
可
変
性
、
疾
病
の
経
過
お
よ
び
予
防
に
お
け
る
社
会
的
施
策

の
効
果
の
五
点
を
示
し
、
社
会
衛
生
学
の
方
法
を
統
計
学
的
方
法
、

人
類
学
的
測
定
法
、
経
済
学
、
法
律
学
、
心
理
学
に
集
約
し
て
い
る
。

同
じ
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
衛

生
学
助
教
授
の
國
崎
定
洞
は
、
『
社
會
衛
生
學
講
座
」
を
著
し
た
。

國
崎
は
、
冨
閏
×
・
〆
白
眉
①
一
の
．
愚
な
ど
の
社
会
主
義
的
社
会
科
学
の

諸
文
献
を
読
解
し
、
一
部
を
翻
訳
す
る
な
ど
し
て
、
社
会
科
学
と

し
て
の
社
会
衛
生
学
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼

は
、
『
社
會
衛
生
學
講
座
」
の
「
社
會
衛
生
學
の
概
念
と
そ
の
史
的

展
開
」
に
お
い
て
、
「
社
會
衛
生
學
は
そ
の
本
質
に
紗
て
は
純
然
た

る
社
會
科
學
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
」
と
確
言
す
る
。
『
社

會
衛
生
學
講
座
」
の
具
体
的
な
内
容
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
対
策
、

性
病
対
策
、
結
核
対
策
、
住
宅
問
題
、
労
働
衛
生
な
ど
、
社
会
衛

生
学
の
内
容
領
域
の
中
で
も
基
本
的
な
項
目
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

福
原
の
社
会
衛
生
学
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
資
本
家
と
労
働
者

の
「
階
級
対
立
」
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
社
会
主
義
に
よ
る
社
会
体
制
を
「
架
空
ノ

臆
説
」
と
し
て
退
け
「
社
会
改
良
主
義
」
を
社
会
衛
生
学
の
基
本
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は
い
な
か
っ
た
。

暉
峻
は
、
社
会
衛
生
学
の
学
的
理
想
の
追
求
の
た
め
に
「
民
族

衛
生
（
厨
の
の
①
国
ご
唱
曾
①
こ
を
重
視
し
た
。
そ
れ
は
、
社
会
衛
生

学
が
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
を
通
じ
て
社

会
衛
生
の
目
的
で
あ
る
衛
生
的
文
化
の
普
遍
化
を
達
成
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
そ
の
経
済
的
・
社
会
的
条
件
の
変

化
が
急
激
に
は
望
め
な
い
こ
と
を
代
替
す
る
た
め
に
、
優
生
学
と

い
う
方
法
に
高
い
評
価
を
な
す
こ
と
に
よ
り
類
似
の
成
果
を
得
よ

う
と
の
論
理
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

國
崎
は
、
社
会
衛
生
学
は
社
会
が
「
對
立
的
な
階
級
に
分
れ
て

居
り
、
そ
の
一
方
の
階
級
が
社
會
經
濟
的
に
常
に
劣
位
に
居
り
、

し
か
も
そ
の
數
が
極
め
て
大
多
數
の
人
間
を
ば
包
括
す
る
や
う
な

社
會
の
現
段
階
」
に
お
い
て
は
、
社
会
的
に
劣
位
に
あ
る
階
層
の

諸
問
題
を
社
会
衛
生
学
上
の
主
要
課
題
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、

社
会
衛
生
学
は
「
無
産
者
の
衛
生
学
」
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
同

意
し
て
い
る
。

こ
の
代
表
的
な
三
著
の
相
違
が
、
日
本
に
お
け
る
社
会
衛
生
学

の
受
容
態
度
の
多
義
性
を
示
し
て
い
る
。

（
大
阪
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
）

的
理
念
と
し
た
点
で
は
、
の
３
管
言
ら
の
理
解
の
範
囲
を
超
え
て

衛
生
と
い
う
も
の
が
社
会
化
さ
れ
政
策
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た

の
は
、
近
代
と
い
う
時
代
の
必
然
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

京
都
で
は
、
明
治
の
早
く
か
ら
衛
生
が
近
代
化
政
策
の
中
に
活
用

さ
れ
、
社
会
形
成
を
な
し
て
い
く
一
端
を
担
っ
た
。
そ
の
発
議
者

で
あ
り
遂
行
者
が
明
石
博
高
で
あ
っ
た
。

明
石
は
医
師
で
あ
り
薬
剤
師
で
あ
っ
た
。
彼
は
明
治
三
年
十
月
、

時
の
権
力
者
で
あ
る
槙
村
正
直
の
要
請
に
応
じ
て
京
都
府
に
出
仕

し
た
。
「
明
治
文
化
と
明
石
博
高
翁
」
に
は
、
明
石
が
公
私
と
も
に

京
都
の
殖
産
、
教
育
、
福
祉
、
そ
し
て
衛
生
政
策
に
携
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
社
会
面
で
は
、
駆
徽
院
、
療
病
院
、

医
務
取
締
制
、
童
仙
房
開
墾
、
集
書
院
（
図
書
館
）
、
温
泉
施
設
、

ア
ポ
テ
ー
キ
、
官
立
司
薬
場
、
願
狂
院
、
避
病
院
、
観
象
台
（
測
候

所
）
で
あ
り
、
産
業
面
で
は
、
勧
業
場
、
舎
密
局
、
博
覧
会
、
伏
水

妬
明
石
博
高
に
み
る
「
衛
生
」
政
策

小
野
尚
香
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